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中国からの手紙 Ⅲ

川井 秀夫

越境環境問題について幾つか見てきましたが、中国の国内について検証 して見ます。

現在の政治体制の中で報道規制が厳 しく、我々の耳目に全体像が見えにくい面があり

ますが、経済発展と共に、社会的な歪みが現出し、曾ての日本の 50年代～ 60年代に

経験 した幾つかの共通項が見受けられます。

1公害の多発

2005年 11月 。吉林省の化学工場が爆発 し、ベンゼン100ト ンが東北部の松花江に流出。ロ

シア領ウスリー江を汚染、解氷期にはオホーツク海から北海道東部の沿岸にまで被害が

及ぶと言う。重慶では長江支流の化学肥料工場の排水管が破損、硫酸600ト ンが流出。更に

は湖南省 湘江に精練工場の汚水が流出。イタイイタイ病のカ ドミウムの濃度が安全基準

の10倍 に達する。また、広東省では潅漑用水の20%が 水銀に汚染されていると言 う

エネルギーの60%を 占める石炭の影響も少なくない。石炭を燃やすことで発生する球

状灰粒子、化石燃料から出る鉛、大気汚染と共に酸性雨による河川・ 湖沼の汚染は90%

に及び生活水の不足、肺疾患による健康被害が増え続けている。

「中国にとつて必要な教弓1は 水俣と三池である」と言われる所以である。

2ダム建設の環境破壊

広大な国土に 3万 を超える大型ダムが建設され、今なお 130の建設が進められてい

る。「南水北調」の国家的巨大プロジェク トである。

今、チベットを源に雲南省を抜け、 ミャンマーからインド洋へ流れる『怒江』で、三峡

ダムを上回る規模の建設が計画されている。03'年世界遺産に登録された直後に発表さ

れたもので、環境市民団体NGOが 猛反対 してをり去就が注目されている。

「遺伝子の宝庫」と言われる秘境であり、豊かな自然と代償に雇用と税収による貧困対策

と、どちらを選択するのか対応が究極を迎えている。読者はどちらを支持 しますか・ 0。

3中国社会の断面

総括すれば、中国における政治的 0社会的な盲点を幾つか指摘できるが、最大の問題

点は沿海地域 (爆発的な都市化)と 内陸地域 (農村社会の疲弊)と の経済格差が浮き彫

りになって くる。

04'年 平均年収 (1元 14円 )可 処分所得

上 海 17, 000元

福建省都市部  11, 000元   農村部    4, 000元

雲南省農村部  1, 800元   ロンミエ村    700元

☆詳記す ることを憚 るがロンミエ村では肉を食べるのが一年に一度、生活の為に

赤 ちゃんの人身売買が恒常化 している。「 ロンミエの悲劇」と言われる。

紙数が尽 きま した。 これ らの問題は中国の政治体制が続 く限 り解決は難 しいかも。

日本の国際協力が不可欠。「靖国Jば か りを言わないで。
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岩田 利秋
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コース案内を見ると、生駒山を越えて石切駅へ下山するととのこと。これは難コースかと

予測して集合地の生駒駅へ向かう。天侯にも恵まれ、南田原・出店バス停に下車すると甲高

いケリの声とツバメが飛来する。早速、境さんより、コース概要、マップの説明があつて出

発する。南西の方角に生駒山のアンテナ群を眺望しつつ天の川沿いに田園地帯を歩く。

早速、古川さんより畦道に咲く「ウツボグサ」篠 色・花穂が矢を入れる叡に似ている)を

教えて頂きつつ 「喜里が池」へと向かう。ツマグロキチョウ、ホタルガが飛び交 う中、弓場

さんより蝶と蛾の違いについて説明して頂く。森も近づきウグイス、ホ トトギスの声に耳を

傾けつつ池に着くとアオサギをしばし観察する。

クワの実を見つけ舌鼓をうちつつ山麓公園めざして、緩やかな坂を登つていく。公園には

温泉、スポーツ施設があるためマイカ~が増加する。

やがて、展望が開け整備 された山麓公園に着く。奈良方面の展望もすばらしい。

木陰で姫ヤシャブシ、ウラジロノキ、ネジキを観察 しながらの昼食とする。

ノイチゴを摘みつつ信貴 。生駒スカイラインを越えて大阪府ヘー歩踏み入れ、縦走路へと

入る。テングチョウが乱舞している。縦走路には植物名も整備され手入れの行き届いた遊歩

路で平日ながら多くの人達と出会う。大阪方面の眺望も絶好。古川さんの樹木説明で印象に

残るのは、ゴンズイ(何の役にも立たない)、 ヤマコウバシ御発性の臭い)、
ニセアカシア、

タツナミソウ際 しない)、 ウワミズザクラ幌 酎に漬けると美囀 、楽しい解説でした。

ヤマボウシと生駒山頂に別れを告げて、「ぬかた園地」路の急坂を下りて興法寺へと向か

う。鳥居を潜つて境内へ。スズランを観察したあと、境さんより本尊の「歓喜天」は男女和

合の神さまで、密教で本尊は夜中に油で洗われる。扉に描かれている二股大根と巾着マーク

はそのシンボルだと解説して頂く。

ヤマホタルブクロに迎えられながら、辻子谷(ズシタニ)を下る。やがて、薬の臭いがする

と製薬工場があつて復元水車に出会う。この一帯は、豊富な水を利用した水車で漢方薬づく

りが盛んだつたようです。

10キ ロの行程を無事踏破して石切駅に到着したが、出発前には難コースを予測していたが、

苦もなく生駒山を越えていました。観察路として眺望の良い、収穫の多いコースでした。

準備してただいた境さんに感謝とおネLの挨拶をして解散しました。ところが、全員揃つて

生駒駅へ。引き続く懇親会が歴史講座となり、 IT講座となり有意義な楽しいひと時となり

ました。シニアウォーキングはやはリグループウオーキングが健康と元気の源だと確認して

再会を約してj弔路につきました。

第14回近畿自然歩道。ま
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本番  6月 21日 (水 )

参加者 (敬称略 )

弓場厚次 岩田利秋 川井秀夫 福谷苓子 古川祐司 吉村さつき 志水明子

林令子  境寛   黙上 9名

天候 晴れ     全行程 約 10k m

近鉄生駒駅 北ロバス停集合 9時 25分  バス乗車 9時 35分

担当 境  寛
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同じ仲間なのに優雅に鳴くウグイスと違って 「ギョ

ギョシ、ギョギョシ、キチキチキチ !」 とかしましく

オオヨシキリの声がします。暑～い日差 しと抜けるよ

うな青い空と葦原をイメージして夏が来たことを実感

させます。その時き方から「行々子Jと 呼ばれ、俳句

の夏の季語ですよ細 1井会長.雄が先に渡つて来て縄張

りを巡回する時に晴き、一夫多妻 (羨ましい ?)の ヨ

シキリさんは、お室様伺いの時も、若君がお生まれに

なつた時もその部屋々を巡回する道すがら一層けたた

ましく哺かなければいけません。自分のけたたましさ

を棚にあげて、他のけたたましい声にはとても敏感に

小田 1久美子

反応し追い払いに来ます。けたたましく人月いつぱい喘き続けてモズ君にバトンタッ (?)

して南に去って行きます
=カ

ッコウとの攻防はこの夏どうなるのでしょう力、

00o
☆7月 9日 夕方7時ごろヒグラシが鳴きました。夏ですねえ。去年の記録はなしですが一昨年は10日ヒ

グラシが鳴きました。

・自宅の西のある貝吹山につづく山並みや南側の樹木の多い平地から多い時は10種余に及ぶ鳥の声

がします。一日で。ウグイス シジュウカラ コゲラ キジバトヒヨドリコジュケイ キジハクセキレイ ハシブ

トガラス メジロ ホトトギス ツパメ スズメイカル・Ⅲ。ときにはぎゃあ ぎやあと鳴きながら飛ぶアオサギも。

夜に多分ゴイサギと思われる鳥が鳴いて通り過ぎることもあります。毎日鳥の声を聴くのが楽しみです:もう

そろそろホトトギスも山奥に帰る頃でしようか。あの賑やかな声がひJりとして寂しくなりました。

・10日 京都御所の宗像神社のフオ′1ズクに会しЧこ行つてきました
`つ

がいでいましたがまだ子供は見当

たりませんでした。あのくりつとした目お腹の茶と自の模様がしつかりと見えました。

・9日 畑でトラクターを使つて耕していたら耕した故:をちよこちよことついて歩く鳥をみたらムクトリでした。それ

までいなかつたのにトラクターの音が聞こえたのかなとおかしくなりました。

☆ 6ハ 7～ 7月  平城旧跡、レンカクが(送鳥、夏羽)1羽いました。

(斎藤和)

(4ヽ日 )

☆ [斑鳩]7月 11日民家の巣の積にッパメが属羽1燕尾を曲1贅足と3点確保のようにしつかりと支え

ていました。写真を撮りました。こんな止まり方をするのでしようか?

・13日イソヒヨドリの番を見ました。メスは初めてでした。どこかで巣を作うているのでしようか?

竜田川のガーちやん(マガモ雑♀)が卵を産んでいました。次の日にはそこは水につかつて,事 |たo卵も|り

ませんでした。

・ 19日 増水した竜田川にコガモば アがいき統。カメラを取つて来た時にはもういませんでした。

三室山のウバユリが咲き始めました。今年は管理が悪くササ・クサギ・ヨウシュヤ々 ゴボゥ・クスが

生い茂り花が確認できたのは 80本ほどでした。
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